
｀心

-

立
咄
　
□

は
じ
め
に

武
　
士
　
論
　
　
円

　
－
詩
誌
『
亜
』
　
の
時
代
Ｉ

　
　
　
「
す
べ
て
、
表
現
が
端
的
に
な
る
こ
と
は
、
近
代
生
活
に
あ
っ
て
必
然
な
表

　
　
は
れ
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
教
育
さ
れ
過
ぎ
た
人
間
の
心
は
、
そ
の
約
束
を
破

　
　
っ
て
外
へ
出
る
。
そ
こ
に
空
間
が
待
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
こ
そ
吾
々
の
唯
一
の

　
　
住
家
な
の
だ
。
そ
こ
に
は
、
た
ゞ
渾
然
た
る
統
一
、
無
限
の
運
動
が
あ
る
。

　
　
運
動
の
構
成
－
単
純
化
は
必
然
の
要
求
だ
。
（
中
略
）
説
明
の
出
来
な
い
も

　
　
の
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
吾
々
は
よ
り
多
く
の

　
　
言
葉
を
必
要
と
し
な
い
形
式
と
技
術
を
も
っ
た
。
そ
れ
が
つ
ま
り
『
短
詩
』

　
　
だ
。
」

　
こ
れ
は
昭
和
五
年
に
出
版
さ
れ
た
福
富
薔
児
の
詩
集
『
海
の
馬
鹿
』
に
書
か
れ

て
い
る
一
文
で
あ
る
。
福
富
薔
児
ｕ
大
正
十
四
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
詩
誌
『
面
』

で
北
川
冬
彦
ら
と
共
に
活
躍
し
た
詩
人
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
『
面
』
を
評
し
て

同
人
の
北
川
は
「
同
人
は
エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ウ
ボ
オ
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
の
飛
躍
し

た
短
詩
を
書
い
た
。
福
富
は
作
品
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
特
色
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、

　
『
面
』
の
メ
ン
バ
ー
で
は
根
気
よ
く
短
詩
論
を
書
い
た
一
人
だ
っ
た
。
『
亜
』
と
『
面
』

は
、
『
短
詩
運
動
』
の
詩
誌
だ
と
現
代
詩
史
に
書
か
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

運
動
と
し
て
は
、
そ
の
点
、
『
亜
』
は
無
意
識
で
『
面
』
が
意
識
的
だ
っ
た
」
と
い

　
こ
こ
で
い
う
『
亜
』
と
は
大
正
十
三
年
十
一
月
に
、
富
田
　
充
、
安
西
冬
衛
、

/‾

倉
　
田

紘
　
文

北
川
冬
彦
、
城
所
英
一
の
四
人
が
天
運
市
（
現
在
は
中
国
の
旅
大
市
）
で
創
刊
し
、
第

三
号
か
ら
滝
口
武
士
、
そ
の
後
尾
形
亀
之
助
や
三
好
達
治
が
参
加
し
た
同
人
詩
語

で
あ
る
。
そ
の
運
動
が
意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
、
『
亜
』
が
モ
ダ
ュ
ズ
ム
と

ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
文
学
集
団
と
し
て
昭
和
初
期
の
詩
壇
を
代
表
し
た
『
詩
と
詩

論
』
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
六
年
六
月
二
日
、
日
本
現
代
詩
入
会
は
五
十
六
年
度
の
「
先
達
詩
人
」

と
し
て
、
滝
口
武
士
、
神
保
光
太
郎
、
藤
原
　
定
の
三
名
を
顕
彰
し
た
。
こ
の
顕

彰
は
現
代
詩
の
発
展
に
貢
献
し
た
詩
人
に
敬
意
を
表
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　
こ
の
小
論
で
は
、
「
短
詩
の
唯
一
の
住
家
」
で
あ
っ
た
と
い
う
「
空
間
」
に
対
す

る
意
識
に
視
点
を
置
き
、
『
亜
』
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
滝
口
武
士
の
詩
の
本
質

を
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

二
　
詩
誌
『
亜
』
の
史
的
位
置

　
昭
和
五
十
六
年
九
月
六
日
の
朝
日
新
聞
に
、
北
川
冬
彦
の
「
詩
と
俳
句
」
②
の
一

文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
詩
誌
『
亜
』
の
創
刊
の
い
き
さ
つ
が

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
前
略
）
大
連
に
も
い
い
詩
を
書
く
奴
が
Ｔ
人
い
る
。
安
西
冬
衛
と
い
う
や
つ

　
　
だ
。
一
つ
あ
い
つ
に
会
っ
て
、
詩
の
雑
誌
を
出
そ
う
じ
や
な
い
か
と
、
大
連
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郊
外
の
安
西
を
訪
れ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
安
西
は
重
い
関
節
炎
と
か
で
Ｉ

　
　
脚
を
喪
失
し
て
ギ
プ
ス
を
は
め
、
動
く
ご
と
に
ギ
イ
ギ
イ
言
わ
せ
な
が
ら
、

　
　
そ
ん
な
こ
と
は
意
に
介
せ
ず
、
振
る
舞
い
は
明
る
い
感
じ
で
、
ひ
と
り
で
淋

　
　
し
か
っ
た
と
見
え
、
雑
誌
を
出
す
話
は
大
賛
成
で
、
話
は
と
ん
と
ん
拍
子
に

　
　
ま
と
ま
っ
た
。
記
名
を
『
亜
』
と
名
づ
け
、
編
集
は
安
西
、
お
前
や
れ
よ
、

　
　
と
か
れ
に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
は
大
正
十
三
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
十
一
月
に
創
刊
号
が
出
て
、

そ
れ
を
書
店
で
見
た
滝
口
武
士
は
安
西
冬
衛
に
激
励
の
手
紙
を
出
し
、
逆
に
安
西

か
ら
誘
わ
れ
て
三
号
か
ら
滝
口
も
同
人
に
な
っ
た
と
言
う
。
そ
の
後
、
北
川
ら
が

東
京
で
『
面
』
を
創
刊
し
、
『
亜
』
は
安
西
と
滝
口
の
二
人
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
つ

づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
詩
史
』
－
△
昭
和
詩
史
一
▽
の
中
で
、
大
岡
　
信
は
「
こ

の
時
代
（
註
・
大
正
末
期
）
、
い
わ
ゆ
る
詩
壇
の
中
心
勢
力
は
、
民
衆
詩
派
を
中
心
と

す
る
詩
話
会
だ
っ
た
が
、
そ
の
背
後
で
は
す
で
に
昭
和
詩
の
推
進
力
と
な
る
新
進

詩
人
た
ち
の
活
動
が
、
主
と
し
て
同
人
詩
誌
を
足
場
に
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
は
じ

め
て
い
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
さ
か
ん
に
創
刊
さ
れ
た
そ
れ
ら
同

人
詩
話
の
う
ち
で
、
『
亜
』
も
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
の
Ｉ
つ
と
し
て
数
え
ら
れ

る
だ
け
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
。

　
今
、
か
り
に
、
『
亜
』
と
同
時
代
夭
正
十
三
年
～
昭
和
二
年
）
に
創
刊
さ
れ
た
同
人

詩
誌
を
上
げ
て
み
る
と
、

ｏ
大
正
十
三
年
　
『
戒
古
船
』
『
生
誕
』
『
椋
梱
の
葉
』
『
Ｇ
Ｅ
・
Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
・
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
・
Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
』
『
無
産
詩
人
』
『
牧
人
』
『
二

　
　
　
　
　
　
　
人
』
『
東
邦
芸
術
』
『
詩
洋
』
『
風
景
画
』
『
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｍ
』
『
詩

　
　
　
　
　
　
　
を
生
む
人
』
『
羅
針
』
『
詩
篇
時
代
』
『
詩
敏
行
』
『
北
日
本
詩
人
』

　
　
　
　
　
　
　
　
『
満
洲
詩
人
Ｊ

ｏ
大
正
十
四
年
　
『
面
』
『
青
樹
』
『
Ｄ
ａ
Ｄ
ａ
・
ｌ
ｓ
』
『
奢
漸
都
』
『
銅
鋼
』
『
詩
之

　
　
　
　
　
　
　
家
』
『
貌
』
『
詩
神
』
『
世
界
詩
人
』
『
黒
風
時
代
』
『
感
覚
革
命
（
第

　
　
　
　
　
　
　
二
次
）
』
『
朝
』
『
奏
薦
噺
』

ｏ
大
正
十
五
年
　
『
駿
馬
』
『
地
上
楽
園
』
『
ア
ク
シ
ョ
ン
』
『
太
平
洋
詩
人
』
『
亜

　
　
　
　
　
　
　
細
亜
詩
脈
』
『
椎
の
木
』
『
近
代
風
景
Ｊ

ｏ
昭
和
二
年
　
　
『
鴉
母
』
『
民
謡
詩
人
』
『
バ
リ
ケ
ー
ド
』
『
詩
集
』
『
薔
薇
・
魔

　
　
　
　
　
　
　
術
・
学
説
』
『
馥
郁
タ
ル
火
夫
ヨ
』
『
南
方
詩
人
』
『
河
』
『
東
方

　
　
　
　
　
　
　
詩
脈
』
『
聖
杯
』
『
白
山
詩
人
』
『
農
民
詩
人
』
『
黒
い
砂
地
』

等
、
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
も
五
十
誌
に
余
る
。
だ
か
ら
更
に
、
そ
の
前
後
数
年

を
含
む
と
百
誌
を
も
越
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
多
く
の
同
人
詩
誌
の
中
に
あ
っ
て
、
『
亜
』
は
「
こ
の
雑
誌
に
拠
る
人
た

ち
は
形
式
革
命
を
遂
行
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
ひ
と
つ
の
前
衛
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
役

割
を
は
た
し
た
」
と
、
伊
藤
信
吉
を
し
て
言
わ
し
め
、
又
、
清
岡
卓
行
は
、
「
短
詩

や
散
文
詩
へ
の
新
鮮
な
感
覚
に
よ
っ
て
、
第
一
次
大
戦
後
の
モ
ダ
ュ
ズ
ム
詩
の
先
駆

的
な
一
環
を
な
し
た
」
と
、
詩
史
上
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。

　
『
町
』
は
ま
た
、
当
時
の
詩
壇
と
の
交
流
も
活
発
で
、
。
受
贈
誌
〃
欄
が
設
け
ら

れ
て
い
る
一
号
～
十
号
ま
で
に
記
載
さ
れ
た
交
換
詩
誌
の
数
は
次
の
表
に
示
す
通

り
で
あ
る
。
七
号
に
し
て
早
や
4
3
の
交
換
誌
に
は
驚
く
外
は
な
い
。

冊数受贈 号

２　　　　１

　　　　１

７ ２

17 ３

21 ４

26 ５

39 ６

43 ７

37 ８

35 ９

35 10

　
更
に
特
筆
す
べ
き
は
、
大
正
十
五
年
八
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
に
大
連
市
の

三
越
呉
服
店
で
催
し
た
「
全
国
同
人
雑
誌
展
観
」
で
は
、
全
国
か
ら
詩
誌
二
百
七

十
冊
、
小
説
十
八
冊
、
雑
誌
十
六
冊
、
総
計
三
百
四
冊
を
集
め
て
展
示
し
、
同
時

に
同
人
ら
は
自
作
の
詩
の
展
覧
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
こ
に
も
積
極
的
で
か
つ
進

歩
的
で
あ
っ
た
『
亜
』
の
あ
り
方
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

'Ｘ
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｀心

三
　
詩
誌
『
亜
』
の
詩
型

　
『
亜
』
通
巻
三
十
五
号
（
最
終
号
）
の
末
尾
に
、
「
亜
作
品
総
目
録
」
が
附
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
目
録
に
記
さ
れ
た
詩
人
は
二
十
三
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
そ
の
詩
人

と
作
品
数
を
列
挙
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ｏ
滝
口
　
武
士
　
1
4
9
　
ｏ
安
西
　
冬
衛
　
1
4
5
　
ｏ
尾
形
亀
之
助
　
2
7

ｏ
北
川

ｏ
三
好

冬
彦
　
2
5

達
治
　
８

ｏ
富
田
　
　
充

ｏ
春
山
　
行
夫

９
　
ｏ
城
所
　
英
一
　
９

ｕ
ｙ
．
ｏ
加
藤
　
郁
哉
　
３

　
ｏ
水
原
　
元
子
　
３
　
ｏ
山
道
　
栄
助
　
２
　
ｏ
朱
川
雅
之
助
　
２

　
ｏ
加
藤
　
　
輝
　
ｌ
　
ｏ
横
井
　
潤
三
　
ｌ
　
ｏ
城
戸
　
又
一
　
１

　
０
本
広
　
　
礼
　
ｌ
　
ｏ
広
田
　
文
雄
　
ｌ
　
ｏ
中
溝
　
新
一
　
１

　
ｏ
岸
　
　
寅
吉
　
ｌ
　
ｏ
武
井
　
　
廉
　
ｌ
　
o

P
a
u
lM
o
r
a
n
d
　
Ｉ

　
ｏ

Ｍ
ａ
ｘ
ｊ
ａ
ｃ
ｏ
ｂ
　
。
ｓ
　
０
J
u
l
e
s

R
e
n
a
r
d
　
Ｉ

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
滝
口
武
士
と
安
西
冬
衛
が
群
を
ぬ
い
て
多
く
の
作
品
を
発

表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
人
を
軸
に
し
て
、
『
亜
』
の
詩
型

に
つ
い
て
そ
の
作
品
数
を
分
類
し
て
み
る
と
、
次
の
表
の
如
く
で
あ
る
。

そ

の

他

散

文

詩

　七

娼

六

行

詩

五

行

詩

四

行

詩

一－－

行

詩

一一
行

詩

一

行

詩

影ﾉ

ﾉ代
号

滝口
１ １ Ｉ 安西１　・

滝口
２

１ １ １ 安西
１ ２ １ 滝口

３
１ １ １ １ 安西
ｌ １ １ ２ 滝口

４
１ ２ １ 安西

１ Ｉ ３ １ 滝口
５

１ １ ２ １ 安西
１ １ １ ２ 滝口

６
３ １

Ｆ

Ｌ １ 安西
１ ２ 滝口‘

１ ２ １ １ 安西
１ ２ １ 滝口

８
１ ２ ２ 安西

１ ３ 滝口
２ １ １ 安西Ｉ　Ｊ

１ １ １ １
づ証1，

１ １

づ診11
４ １ づ証1，

２ １ １
１ １ ２ 滝口　．。

２ １ 安西
・Ｊ

２ １ 滝口
14１ １ １ 安西

１ ３ １ 滝口 ・「

２ ２ １ 安西　･J

１ １ ２
塵い1

２ ２ １ １
２ １ １ １ １

　滝口コ胴F　17
３ ２ １
２ ２ １ 　滝口

‾堕苔T 18２ １ １
２ ３ １ 塵卜，
２ ３
１ １ １ 滝口

１ １ １ １ 安西！乙り

１ １ ３ 滝口
21

１ １ １ 安西
２ ３ 滝口

22２ １　！ 安西
１ １ 滝口

23１ １ 安西
１ １ １

づ瓢づ
２ ｌ
２ ｌ １ 滝口

25２ Ｉ　Ｉ １ ２ 安西
２ １　１ １ 滝口 r / 4

２ １ 安西．　ﾑﾘ
２ ２ 季い，
４　１　１
１ ４ 滝口

28２ １　１ 安西
２ １ ４ 滝口

29２ １ 安西
１ １ ５ 滝口

１ 安西I J゛
１ ２ ４ 滝口

- 安西 31１ １

｜
３ １ 滝口Ｉ

２ 安西
Ｊ４

１ ２ ３ １ 滝口
33２ 安西

１ ２ 滝口
34１ １ １ 安西

１ １ ２ １ 滝口
35１ １ １ 安西

30 ９ ６ ２ ４ 12 29 40 17 滝口
計38 38 10 １ ３ ０ ７ 13 16 安西

※
付
記
　
作
品
中
「
体
音
表
」
「
練
習
帳
」
「
帽
」
等
は
、
月
々
の
「
目
次
」
及
び
第
三
十

　
　
　
　
五
号
掲
載
の
「
作
品
総
目
録
」
の
分
類
か
ら
み
て
、
一
種
の
習
作
と
思
え
る
の

　
　
　
　
で
、
こ
の
表
で
は
「
そ
の
他
」
の
項
に
入
れ
た
。
又
、
そ
れ
に
準
じ
て
「
訳
詩
」

　
「
詩
論
」
「
解
説
」
等
も
「
そ
の
他
」
と
し
、
「
消
息
」
や
「
後
記
」
と
思
え
る

も
の
は
作
品
と
み
な
さ
な
か
っ
た
。
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『
亜
』
の
評
価
は
新
鮮
な
短
詩
や
散
文
詩
な
ど
で
の
純
粋
な
形
式
革
命
を
し
た

こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
視
点
か
ら
こ
の
表
を
見
る
と
、

ｏ
一
行
持
に
お
い
て
は
、
滝
口
1
7
、
安
西
1
6
、
と
ほ
ぼ
同
数
（
他
の
同
人
に
は
一
行
詩

　
は
Ｉ
作
も
な
し
）

ｏ
二
行
詩
に
お
い
て
は
、
滝
口
4
0
、
安
西
Ｂ
、
（
他
に
三
好
達
治
３
、
尾
形
亀
之
助
２
、

　
宮
円
　
充
１
、
加
藤
拓
哉
Ｉ
）

ｏ
三
行
特
に
お
い
て
は
、
滝
口
2
9
、
安
西
７
、
（
他
に
尾
形
亀
之
助
４
、
北
川
冬
彦
―
、

　
三
好
達
治
―
、
城
戸
又
一
Ｉ
）

ｏ
散
文
詩
に
お
い
て
は
、
安
西
3
8
、
滝
口
９
、
（
他
に
北
川
冬
彦
４
、
三
好
達
治
３
、
尾

　
形
雅
之
助
２
、
城
戸
英
一
２
）

こ
の
こ
と
か
ら
大
別
し
て
百
う
と
、
滝
口
武
士
は
短
詩
（
特
に
二
行
詩
）
、
そ
し
て
安

西
冬
衛
は
散
文
詩
を
中
心
に
発
表
し
た
と
い
う
ｙ
こ
と
に
な
る
。

四
　
滝
口
武
士
の
詩
の
表
現
形
式

　
前
項
で
見
た
よ
う
に
、
滝
口
武
士
は
そ
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
短
詩
　
　
特

に
二
行
詩
―
－
に
置
い
て
い
た
。
そ
れ
で
、
こ
こ
で
は
彼
の
二
行
詩
を
中
心
に
し

て
、
そ
の
表
現
の
形
式
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
発
表
さ
れ
た
4
0
扁
の
二
行
持
の
表
現
方
法
を
類
別
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
六
つ

に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

巾
二
行
の
間
隔
を
狭
め
て
あ
る
も
の
　
（
７
扁
）

　
　
晩

　
　
貝
る
ゐ
は
海
底
に
密
殖
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
生
物
へ
の
戦
慄
」

順
二
行
の
間
隔
を
普
通
に
と
っ
て
あ
る
も
の
　
（
８
篇
）

　
　
三
月
の
雨
空
を
蝸
幅
が
翔
び
め
ぐ
り

つ
い
に
古
ぽ
け
て
し
ま
っ
た
春
の
陶
器
街
。

「
陶
器
街
」

即
二
行
の
間
隔
を
意
識
的
に
広
く
し
て
あ
る
も
の
　
（
７
扁
）

　
　
つ
き
あ
た
り
は
沼

　
　
燈
が
消
え
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
春
」

㈲
詩
に
空
間
の
意
識
を
与
え
る
た
め
に
線
（
枠
）
を
施
し
た
も
の
　
（
Ｉ
篇
）

食
卓
の
上
に
は
花

ホ
テ
ル
は
う
つ
ろ

⑤
二
行
の
聞
に
補
助
的
符
号
を
施
し
た
も
の
　
（
１
扁
）

　
　
敷
石
の
落
書
　
　
　
雷

「
六
月
」

　
　
魚
　
　
　
　
　
　
　
火
薬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
春
」

㈲
二
つ
の
総
題
の
も
と
に
二
行
持
を
連
作
し
た
も
の
　
（
４
っ
こ
一
行
詩
1
6
篇
）

　
　
　
曇
日

薄
曇
り
の
天
か
ら
鵠
が
下
り
て
来
る

あ
の
部
屋
で
少
年
は
ラ
ン
プ
を
提
げ
て
ゐ
る

　
　
　
薄
暮

枯
草
の
海
に
三
日
月
が
浮
か
ん
で
ゐ
る
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心

石
庭
で
婦
人
が
犬
を
持
っ
て
ゐ
る

　
　
　
新
月

中
庭
を
薔
が
匍
っ
て
ゐ
る

あ
の
肢
の
下
に
毒
薬
が
落
ち
て
ゐ
る

　
　
　
春
風

川
口
で
火
山
が
鳴
っ
て
ゐ
る

花
粉
の
落
ち
る
食
堂
か
ら
鹿
が
出
て
来
る

「
早
春
」

　
終
刊
号
に
寄
せ
ら
れ
た
「
亜
の
回
想
」
に
△
す
べ
て
こ
れ
「
創
意
」
の
雑
誌
／

題
名
選
択
の
心
理
に
も
／
詩
形
に
も
／
詩
感
に
も
／
活
字
、
組
み
方
に
も
／
す
べ

て
み
な
「
創
意
」
が
躍
っ
て
ゐ
た
▽
（
服
部
嘉
香
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
創

意
」
の
言
葉
の
中
に
は
当
然
意
識
さ
れ
た
表
現
方
法
の
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
二
行
詩
の
場
合
、
そ
の
行
間
に
ひ
ろ
が
る
空
間
を
い
か
に
詩
の
内
容

と
密
着
さ
せ
る
か
、
逆
に
言
え
ば
、
一
行
目
と
二
行
目
に
挟
ま
れ
た
そ
の
空
間
が
、

い
か
な
る
意
味
と
深
さ
と
を
そ
の
詩
に
与
え
得
る
か
、
そ
の
空
間
の
持
つ
意
味
が

短
詩
の
価
値
を
、
更
に
は
短
詩
の
生
命
を
も
大
き
く
左
右
す
る
の
で
あ
る
。

　
詩
の
空
間
表
現
に
お
け
る
過
去
の
試
み
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
平
戸
廉
吉
が
大

正
十
年
に
『
日
本
詩
人
』
十
一
月
号
に
発
表
し
た
「
飛
鳥
」
が
ま
ず
上
げ
ら
れ
る
。

鳥
が
飛
ぶ

心
も
姿
も

　
　
　
勁
ず
ん
だ

黒
島

痩
せ
衰
へ
て

飛
ぶ
よ

　
　
　
圧

入
乱
れ

磁
気
性
の
渕
の
上
に

に

舞
ふ
よ

渦
に
呑
ま
る

水

車

の

掴2舞

　　ふ

　　よ

一
羽
の
後
を
　
一
羽

　
　
　
　
　
　
一
羽

　
　
　
　
　
一
羽

　
　
　
　
一
羽

　
　
一
羽

願
転
‐
ｉ
ｌ

　
　
側
走
－

　
　
　
　
旋
回
－

各
各

　
　
弧
線
の
尖
は

渦
に
懸
る

「
飛
鳥
」

大
空
を
飛
び
交
い
飛
び
交
う
鳥
が
、
紙
面
の
空
間
の
中
で
文
字
の
配
列
と
そ
の
高

低
の
位
置
に
よ
っ
て
、
願
転
し
、
側
走
し
、
旋
回
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
視
覚
で

捉
え
た
絵
画
的
な
空
間
の
広
が
り
が
あ
り
、
詩
の
「
飛
鳥
」
は
ま
さ
に
絵
の
「
飛

鳥
」
で
も
あ
る
。

　
こ
の
活
字
の
組
み
方
に
お
い
て
の
印
象
の
効
果
を
、
そ
の
ま
ま
詩
の
内
容
に
重

ね
た
も
の
に
高
橋
新
古
の
「
倦
怠
」
が
あ
る
。
こ
の
詩
は
角
川
文
庫
版
『
高
橋
新

古
詩
集
』
で
は
「
皿
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
初
出
は
大
正
十
一
年
の
『
シ
ム
ー

ン
』
四
月
創
刊
号
に
「
倦
怠
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

　
倦
怠

　
　
額
に
姐
矧
這
ふ
情
熱
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白
米
色
の
エ
プ
ロ
ン
で

　
皿
を
拭
く
な

鼻
の
巣
の
黒
い
女

　
其
処
に
も
諧
謔
が
爛
す
ぶ
っ
て
ゐ
る

　
　
人
生
を
水
に
溶
か
せ

　
　
冷
め
た
シ
チ
ュ
ー
の
鍋
に

退
屈
が
浮
く

　
皿
を
割
れ

　
皿
を
割
れ
ば

倦
怠
の
響
が
出
る

「
倦
怠
」

こ
こ
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
二
十
四
枚
の
皿
の
状
態
は
、
視
覚
的
に
は
皿
と
い
う
も

の
が
も
つ
物
体
の
本
質
を
示
し
て
お
り
、
心
情
的
に
は
二
行
目
の
倦
怠
そ
の
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
現
方
法
も
、
印
刷
上
の
効
果
を
文
字
の
配
列
に
よ
っ

て
視
覚
に
訴
え
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
「
飛
鳥
」
と
類
縁
の
関
係
に
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
手
法
は
更
に
遡
る
と
△
純
銀
も
ざ
い
く
▽
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
大

正
四
年
に
発
表
さ
れ
た
山
村
暮
鳥
の
『
聖
三
稜
琉
璃
』
の
中
の
「
風
景
」
に
既
に

見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
－

　
こ
れ
ら
の
詩
は
、
空
間
そ
の
も
の
を
強
く
打
ち
出
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
詩
の
内
容
を
、
方
法
論
的
に
絵
画
の
よ
う
に
目
で
啓
じ
と
り
、
鑑
賞
す
る
と

い
う
表
現
形
態
を
と
っ
た
の
で
あ
り
、
見
方
に
よ
れ
ば
、
そ
の
意
識
的
人
工
的
な

組
み
方
の
裏
に
は
詩
と
い
う
も
の
の
本
質
を
外
れ
た
作
為
的
な
も
の
が
啓
じ
ら
れ

な
く
も
な
い
。

　
滝
口
武
士
の
詩
の
空
間
の
表
現
形
式
は
単
純
で
あ
り
、
簡
素
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
単
純
で
し
か
も
簡
素
な
行
と
行
と
の
空
間
の
と
り
方
が
、
一
つ
一
つ
の
詩
で

抜
き
差
し
な
ら
ぬ
力
と
深
さ
を
担
っ
て
い
る
。
例
え
ば

巾
の
「
生
物
へ
の
戦
慄
」
の
詩
の
、
二
行
の
密
着
し
た
空
間
は
、
ま
さ
に
深
く
暗

　
い
海
底
で
の
貝
る
い
の
密
殖
の
そ
の
緊
追
啓
で
あ
る
。

｜

閃
の
「
陶
器
街
」
の
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
間
の
と
り
方
は
、
そ
の
ま
ま
蝸
娼
の
飛
び

　
交
う
古
い
街
並
の
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
風
景
に
見
合
う
。

即
の
意
識
的
に
空
間
を
ひ
ろ
げ
た
「
春
」
の
詩
は
、
沼
の
茫
洋
た
る
状
景
と
、
燈

　
の
消
え
た
あ
と
の
春
の
夜
の
余
情
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
表

　
現
で
あ
る
。

㈲
の
「
六
月
」
に
施
さ
れ
た
枠
は
、
ホ
テ
ル
の
一
室
の
空
間
の
漂
い
を
示
す
。

㈲
の
「
春
」
の
詩
の
中
央
の
●
は
、
不
思
議
に
四
つ
の
言
葉
を
一
点
に
結
び
つ

　
け
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
こ
れ
ら
の
手
法
に
お
け
る
空
間
の
扱
い
が
、

そ
の
担
わ
さ
れ
て
い
る
使
命
の
重
さ
に
比
べ
て
い
か
に
も
無
造
作
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
。
だ
が
、
そ
の
一
見
無
造
作
に
思
え
る
そ
の
空
間
の
置
き
方
こ
そ
が
、
滝

口
武
士
の
身
上
な
の
で
あ
る
。
彼
は
表
現
す
る
に
あ
た
っ
て
す
ぐ
目
に
見
え
る
よ

う
な
技
巧
は
用
い
な
い
。
そ
し
て
又
、
軽
々
し
く
作
為
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
新

奇
な
表
現
も
と
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
彼
の
表
現
は
常
に
淡
泊
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
空
間
を
扱
う
方
法
も
又
素
朴
で
あ
る
。
彼
は
素
手
で
空
間
を
掴
み
取

っ
て
い
る
の
だ
。
二
行
の
そ
の
配
置
は
、
文
字
の
配
列
の
た
め
の
配
列
で
は
な
く
、

空
間
の
た
め
の
配
列
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
空
間
が
主
役
と
言
っ
て
も
い
い
。
だ
か

ら
、
一
つ
一
つ
の
詩
の
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
空
間
は
、
決
し
て
無
造
作
で
も
な
け

れ
ば
淡
泊
で
も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
こ
と
に
こ
そ
詩
の
真
の
意
味
を
内

包
す
る
た
め
の
、
滝
口
武
士
の
「
無
技
巧
の
技
巧
」
の
冴
え
を
見
る
べ
き
な
の
で

あ
る
。

　
同
じ
く
『
亜
』
の
二
行
詩
で
、
安
西
冬
衛
や
三
好
達
治
が
そ
れ
ぞ
れ

庭
木
が
考
へ
深
く
寸
っ
て
ゐ
る

　
　
（
砂
利
が
鳴
れ
ば
ー
‐
－
客
）

冬
衛
　
「
冬
構
」

「
岬
」
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｀心

な
ど
の
よ
う
に
、
表
現
上
の
効
果
と
い
う
こ
と
を
狙
っ
て
、
補
助
符
号
に
頼
っ
た

も
の
が
あ
る
が
、
滝
口
武
士
は
そ
の
よ
う
な
細
工
は
し
な
い
。
空
間
を
以
て
直
接

的
に
空
間
を
埋
め
た
の
で
あ
る
。
空
間
は
無
言
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
は
又
全
て

の
言
葉
と
意
と
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
を
彼
は
示
し
た
。

　
『
亜
』
の
終
刊
近
く
、
二
十
八
号
（
昭
和
二
年
二
月
）
～
三
十
一
号
（
昭
和
二
年
五
月
）

に
か
け
て
、
彼
は
二
行
詩
の
連
作
（
㈲
）
を
試
み
て
い
る
が
、
そ
れ
は
連
作
に
よ
っ

て
、
よ
り
広
く
よ
り
深
い
空
間
を
掴
む
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
近
代
短
歌
に
お
け

る
連
作
の
意
識
は
、
明
治
三
十
五
年
の
伊
藤
左
千
夫
の
「
連
作
論
」
に
見
ら
れ
、

近
代
俳
句
に
お
い
て
の
連
作
の
意
識
は
、
大
正
六
年
の
宇
佐
美
不
喚
の
「
課
題
・

連
作
・
其
他
」
の
中
で
ー
俳
句
が
是
ま
で
に
占
有
し
て
い
る
境
地
は
益
々
深
く

開
拓
す
る
が
宜
い
。
爰
に
於
て
連
作
の
必
要
を
感
じ
て
く
句
－
と
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
も
滝
口
武
士
が
、
長
い
特
に
頼
ら
ず
に
、
短
詩
（
二
行
詩
）
の

連
作
に
お
い
て
一
つ
の
主
題
を
そ
の
空
間
の
中
に
大
き
く
捉
え
よ
う
と
し
た
試
み

は
、
新
し
い
あ
り
方
と
し
て
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

五
　
滝
口
武
士
の
詩
の
空
間

　
滝
口
武
士
の
持
の
「
空
間
」
を
考
え
る
時
、
そ
れ
を
二
つ
の
面
か
ら
捉
え
る
必

要
が
あ
る
。
一
つ
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
表
現
の
方
法
と
し
て
の
形
式
的

な
「
空
間
」
の
意
義
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
彼
の
詩
そ
の
も
の
の
中
に
ひ
ろ
が
る

詩
の
本
質
と
し
て
の
「
空
間
」
の
も
つ
意
味
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
な

に
も
滝
口
武
士
ひ
と
り
の
詩
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
詩
人
の
短
詩
も
ま

た
こ
の
意
味
で
の
「
空
間
」
の
中
に
、
∵
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
が
異
っ
た
詩
の

世
界
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
そ
こ
で
、
『
亜
』
で
滝
口
武
士
に
つ
い
で
多
く
の
二
行
持
を
発
表
し
て
い
る
安
西

冬
衛
と
三
好
達
治
の
詩
の
示
す
「
空
間
」
を
考
察
し
、
そ
の
上
で
滝
口
武
士
の
詩

の
も
つ
「
空
間
」
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

�
　
安
西
冬
衛
の
詩
に
お
け
る
空
間

　
市
街
が
畳
ま
れ
て
ゐ
る

銀
行
が
倒
産
す
る
・
運
河
が
青
梗
め
る

「
猫
」

安
西
冬
衛
は
『
亜
』
に
十
三
篇
の
二
行
詩
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
の
詩
で
は
ま

ず
コ
打
目
の
冒
頭
に
「
市
街
」
と
い
う
規
定
さ
れ
た
空
間
を
投
げ
出
す
。
そ
し
て
、

そ
の
ひ
ろ
が
る
空
間
を
表
現
的
に
も
行
間
を
大
き
く
と
り
、
次
に
そ
の
示
さ
れ
た

空
間
の
中
で
「
銀
行
が
倒
産
す
る
・
運
河
が
青
梗
め
る
」
と
、
用
意
周
到
に
活
字

を
小
さ
く
落
と
し
て
亡
び
の
地
図
を
埋
め
て
ゆ
く
、
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
る
。

横
町
一
杯
の
鰯
雲

あ
の
邸
の
開
い
た
こ
と
の
な
い
鎧
扉

「
秋
」

の
詩
で
は
、
表
通
り
か
ら
少
し
横
に
入
っ
た
と
こ
ろ
の
、
小
さ
な
町
通
り
の
空
を

華
や
い
で
あ
ふ
れ
る
鰯
雲
の
空
間
の
中
で
、
静
ま
り
か
え
っ
た
邸
の
鎧
扉
を
ひ
っ

そ
り
と
寄
せ
合
う
よ
う
に
対
比
さ
せ
て
、
「
秋
」
と
い
う
季
節
の
イ
メ
ー
ジ
を
か
も

し
出
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
安
西
冬
衛
の
詩
的
空
間
は
、
安
藤
靖
彦
の
言
う
牡
う
に
「
彼
は
与

え
ら
れ
た
空
間
を
意
識
化
し
、
そ
れ
を
人
工
的
な
空
間
に
転
換
」
す
る
の
で
あ
り
、

そ
の
意
識
は
一
行
詩
の

　
　
て
ふ
て
ふ
が
一
匹
間
宮
海
峡
を
渡
っ
て
行
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
「
春
」

に
は
っ
き
り
表
れ
て
い
る
。
「
間
宮
海
峡
」
は
後
に
出
版
さ
れ
た
詩
集
『
軍
艦
茉
莉
』

（
昭
和
四
年
刊
）
で
は
「
鞭
胆
海
峡
」
と
語
気
強
く
改
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
海
峡
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と
い
う
両
極
の
は
っ
き
り
し
た
地
理
的
空
間
の
中
で
、
作
者
自
身
の
姿
と
も
思
え

る
一
匹
の
蝶
を
ひ
ら
ひ
ら
と
渡
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
北
辺
の
海
峡
に
訪
れ
た

　
「
春
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
安
西
冬
衛
の
詩
の
空
間
は
、
地
理
的
空
間
と
し
て
、
時
に
は
幻
想
的
な

ひ
ろ
が
り
を
も
た
ら
す
こ
と
は
あ
る
と
し
て
も
、
設
定
さ
れ
た
空
間
が
更
に
大
き

な
空
間
へ
と
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
と
い
う
あ
り
方
で
は
な
い
。
彼
の
空
間
は
詩
を
つ

つ
む
舞
台
と
で
も
言
う
べ
き
空
間
な
の
で
あ
る
。

　
㈹
　
三
好
達
治
の
詩
に
お
け
る
空
間

　
　
『
亜
』
の
終
刊
号
に
三
好
達
治
の
二
行
詩
が
三
篇
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
の
一
つ
に

「
岬
」

春
の
岬
　
旅
の
を
は
り
の
鴎
ど
り

浮
き
つ
つ
遠
く
な
り
に
け
る
か
も

「
春
の
岬
」

で
あ
る
。
こ
の
「
浮
き
つ
つ
遠
く
な
り
に
け
る
か
も
」
に
詠
い
出
さ
れ
た
余
情
、
次

第
に
遠
く
、
次
第
に
う
す
れ
消
え
ゆ
く
よ
う
な
ひ
ろ
が
り
を
、
三
好
達
治
の
空
間

と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
㈲
　
滝
口
武
士
の
詩
に
お
け
る
空
間

　
安
西
冬
衛
が
そ
の
知
性
に
よ
っ
て
作
り
出
し
た
空
間
の
中
で
、
じ
っ
く
り
と
計

算
し
な
が
ら
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
む
し
ろ
散

文
詩
を
得
意
と
し
た
こ
と
と
強
く
結
び
つ
く
の
で
あ
り
、
『
亜
』
の
発
表
で
も
散
文

詩
が
短
詩
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
好
達
治
が
そ
の
空
間
を
余
韻

余
情
の
場
と
し
た
こ
と
も
、
後
年
、
彼
が
抒
情
詩
人
と
し
て
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位
を

築
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。

　
で
は
、
こ
の
二
人
に
対
し
て
滝
口
武
士
の
空
間
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

園
に
猫
柳
の
芽
が
光
っ
て
ゐ
る

風
邪
気
味
の
子
供
が
剃
刀
を
凪
め
て
ゐ
る

「
沼
」

　
「
滝
口
武
士
の
詩
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
、
最
初
の
行
に
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

こ
と
が
ら
を
す
え
る
と
い
う
の
が
あ
る
。
（
中
略
）
こ
こ
ま
で
は
特
徴
で
あ
っ
て
も
独

得
と
は
言
え
な
い
。
独
得
な
の
は
、
こ
の
一
行
、
い
い
か
え
れ
ば
、
日
常
性
を
あ

っ
と
い
う
ま
に
く
つ
が
え
し
て
、
い
と
も
易
々
と
別
の
世
界
に
引
き
う
つ
し
て
い

く
と
こ
ろ
だ
」
。
こ
れ
は
滝
口
武
士
と
同
郷
の
詩
人
で
あ
る
松
本
信
正
が
、
「
滝
口

武
士
の
『
道
』
の
一
行
め
」
と
い
う
中
で
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
△
日

常
性
を
∇
△
く
つ
が
え
し
て
▽
△
別
の
世
界
に
引
き
う
つ
す
▽
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
実
は
滝
口
武
士
の
詩
の
空
間
の
秘
密
か
お
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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詩
－
‐
－
・
：
シ
ロ
ク
ナ
イ
ナ
ァ
・
・
・
・
・
・
・
・

と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
の
鵜
と
研
の
「
・
・
・
：
…
…
」
の
符
号
に
託
さ
れ
た

心
の
叫
び
、
そ
の
だ
ん
だ
ん
ひ
ろ
が
り
薄
ら
い
で
ゆ
く
言
葉
の
余
韻
が
、
三
好
達

治
の
空
間
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
あ
り
方
は
又
、
例
え
ば
第
一
詩
集
『
測
量
船
』

　
（
昭
和
五
年
刊
）
の
中
の
二
行
詩

太
郎
を
眠
ら
せ
、

次
郎
を
眠
ら
せ
、

太
郎
の
屋
根
に
雪
ふ
り
つ
む
。

次
郎
の
屋
根
に
雪
ふ
り
つ
む
。

に
つ
い
て
も
言
い
得
る
。
つ
ま
り
、
太
郎
、
次
郎
と
い
う
子
供
の
呼
び
名
に
つ
づ

い
て
、
当
然
、
三
郎
、
四
郎
、
そ
し
て
五
郎
…
…
と
読
者
に
は
子
供
達
の
屋
根
屋

根
の
空
間
の
ひ
ろ
が
り
が
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
『
測
量
船
』
の
巻
頭
は



心

　
　
『
亜
』
三
十
二
号
（
昭
和
二
年
六
月
）
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
「
沼
」
の
詩
は
、
後
に

第
一
詩
集
『
園
』
（
昭
和
八
年
刊
）
に
採
録
の
時

沼
辺
に
猫
柳
の
芽
が
光
っ
て
ゐ
る

風
邪
気
味
の
子
供
が
剃
刀
を
凪
め
て
ゐ
る

「
曇
日
」

と
改
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
初
出
の
「
沼
」
の
詩
で
、
一
行
目
の
△
園
の
猫
柳
の
芽
▽
と
二
行
目
の
△
子
供

が
剃
刀
を
砥
め
て
ゐ
る
▽
こ
と
と
の
間
に
は
何
ら
関
係
は
な
い
。
た
だ
そ
の
猫
柳

の
芽
の
銀
色
の
光
と
、
子
供
が
砥
め
て
い
る
剃
刀
の
刃
の
無
気
味
な
光
と
が
、
妙

に
響
き
合
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
沼
」
と
し
て
伝
わ
っ
て
来

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
『
園
』
で
の
、
沼
辺
の
猫
柳
の
芽
の
銀
色
の
光
と
、
風
邪
気
味

の
子
供
が
翫
め
て
い
る
剃
刀
の
刃
の
沈
ん
だ
無
気
味
な
光
は
、
そ
の
鈍
さ
に
お
い

て
、
寒
さ
の
残
る
早
春
の
自
然
の
真
実
の
姿
の
「
曇
日
」
を
生
み
出
し
て
い
る
。

即
ち
、
無
関
係
な
二
つ
の
事
象
が
、
互
い
に
向
か
い
合
い
、
互
い
に
激
し
く
打
ち

合
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
に
二
つ
の
事
象
を
は
る
か
に
超
え
た
新
し
い
空
間
を
生

み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
相
対
す
る
二
つ
の
も
の
が
打
ち
合
っ
て
生
ま
れ
た
「
響

き
」
が
そ
の
空
間
の
実
体
で
あ
る
。

　
か
っ
て
滝
口
武
士
は
「
右
手
が
あ
り
、
左
手
が
あ
る
。
こ
の
右
と
左
の
全
く
相

反
す
る
も
の
が
、
力
強
く
打
ち
合
わ
さ
れ
て
、
柏
手
の
あ
の
高
い
神
々
し
い
響
き

は
生
ま
れ
る
の
だ
」
と
語
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
神
々
し
い
響
き
こ
そ
が
、

と
り
も
な
お
さ
ず
彼
の
詩
の
空
間
な
の
で
あ
る
。
先
き
に
松
本
信
正
が
言
っ
た
△
日
常

性
を
▽
△
く
つ
が
え
し
て
▽
△
別
の
世
界
に
引
き
う
つ
す
▽
と
い
う
そ
の
別
の
世

界
と
は
、
実
に
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
ぶ
つ
か
り
合
い
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
響
き

の
世
界
な
の
で
あ
る
。

　
　
『
亜
』
の
初
出
で
「
生
物
へ
の
戦
慄
」
と
題
さ
れ
た

晩

貝
る
ゐ
は
海
底
に
密
殖
す
る
。

の
詩
も
、
後
に
「
晩
」
と
改
題
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
詩
が
「
生
物
へ
の
戦
慄
」

と
い
う
意
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
△
晩
／
貝
る
ゐ
は
海
底
に
密
殖
す
る
。
∇
は
そ
の

　
「
戦
慄
」
の
説
明
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
一
行
目
の
△
晩
▽
と
二
行
目
の
△
貝
る

ゐ
は
海
底
に
密
殖
す
る
。
▽
が
真
っ
向
か
ら
戦
い
、
響
き
と
な
っ
て
創
り
出
さ
れ
る

イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の
暗
さ
と
、
そ
の
深
さ
の
中
の
う
ご
め
き
か
ら
く
る
恐
ろ
し
い

無
限
の
闇
で
あ
る
。
「
晩
」
と
改
題
さ
れ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
従
っ
て
題
と
し

て
の
「
晩
」
は
、
一
行
目
の
△
晩
▽
を
も
大
き
く
包
み
こ
ん
だ
と
こ
ろ
の
、
晩
そ

の
も
の
、
幾
千
年
の
昔
か
ら
今
に
到
る
ま
で
の
全
て
の
晩
の
意
に
高
く
飛
躍
さ
せ

ら
れ
た
「
晩
」
な
の
で
あ
る
。

　
そ
の
空
間
を
埋
め
る
響
き
は
、
コ
打
詩
の

　
　
あ
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
お
ば
あ
さ
ん
ー
定
っ
た
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
阿
蘭
陀
の
薄
日
」

に
も
間
き
と
れ
る
。
△
あ
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
▽
、
こ
れ
は
空
間
的
な
捉
え
で
あ

る
。
そ
し
て
後
半
の
△
定
っ
た
よ
う
に
。
▽
、
こ
れ
は
時
間
的
な
把
握
で
あ
る
。
こ

の
空
間
と
時
間
の
交
叉
す
る
時
、
△
お
ば
あ
さ
ん
▽
の
長
い
人
生
が
一
つ
の
宿
命

の
姿
と
し
て
、
内
部
立
体
的
に
響
い
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
△
お
ば
あ
さ
ん
▽

は
Ｔ
人
の
現
実
の
お
ば
あ
さ
ん
で
あ
る
と
同
時
に
、
古
今
東
西
の
、
こ
の
世
の
中

の
全
て
の
お
ば
あ
さ
ん
で
あ
り
、
そ
れ
は
又
そ
の
宿
命
の
姿
で
も
あ
る
。
主
題
の

　
「
阿
蘭
陀
の
薄
日
」
は
そ
う
い
う
世
界
観
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
「
薄
日
」
は
そ
の

悟
り
の
よ
う
な
気
分
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。

　
　
「
短
詩
を
つ
つ
む
唯
一
の
住
家
」
で
あ
っ
た
「
空
間
」
を
、
安
西
冬
衛
は
地
理

的
幻
想
で
、
三
好
達
治
は
美
し
い
余
韻
で
、
そ
し
て
滝
口
武
士
は
凄
烈
な
る
響
き

を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
埋
め
た
の
で
あ
る
。
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六
　
お
わ
り
に

　
滝
口
武
士
は
高
潔
な
詩
を
作
っ
た
が
、
不
思
議
に
も
、
そ
の
詩
に
彼
自
身
の
顔

は
覗
い
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
安
西
冬
衛
の
△
て
ふ
て
ふ
が
一
匹
樋
鞘
海
峡
を
渡

っ
て
行
っ
た
。
▽
に
は
「
天
運
に
漂
着
し
た
自
分
の
姿
が
写
さ
れ
て
い
る
Ｊ
し
、
「
猫
」

の
△
運
河
が
青
梗
め
る
▽
に
も
安
西
自
身
の
投
影
が
あ
る
。
ま
た
、
三
好
達
治
の

△
春
の
神
　
旅
の
を
は
り
の
鴎
ど
り
／
浮
き
つ
つ
遠
く
な
り
に
け
る
か
も
▽
の
短

歌
形
式
の
中
に
抒
情
を
込
め
た
短
詩
で
は
、
「
自
分
を
嗣
ど
り
に
寓
意
」
（
石
原
八
剔

し
て
お
り
、
「
岬
」
の
△
鵜
－
オ
モ
シ
ロ
ク
ナ
イ
ナ
ァ
…
…
…
▽
の
「
鵜
」

は
三
好
の
つ
ぶ
や
き
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
二
人
の
詩
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
滝
口
武
士
の
△
晩
／
貝
る
ゐ
は

海
底
に
密
殖
す
る
。
▽
の
「
貝
」
や
、
△
あ
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
お
ば
あ
さ
ん
／
定
っ

た
よ
う
に
。
▽
の
「
お
ば
さ
ん
」
は
、
滝
口
自
身
を
寓
意
も
象
徴
も
し
て
い
な
い
。

素
材
で
あ
る
対
象
は
、
あ
く
ま
で
も
対
象
と
し
て
の
素
材
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
み
る
な
ら
ば
、
滝
口
武
士
は
安
西
冬
衛
や
三
好
達
治
の
よ
う
な
境
涯
詩
人
で

は
な
く
、
純
粋
詩
人
な
の
で
あ
る
。

　
滝
口
武
士
に
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
。

　
　
師
範
在
学
当
時
を
思
う
時
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
首
藤
先
生
／
反
坑
期

　
　
の
、
人
生
最
大
の
危
機
を
あ
や
ま
ち
な
く
、
導
い
て
下
さ
っ
た
先
生
／
先
生

　
　
の
言
葉
は
若
い
魂
に
し
み
こ
む
よ
う
だ
っ
た
／
芸
術
を
説
き
、
宗
教
を
説
き

　
　
眠
っ
た
人
間
性
を
目
ざ
ま
し
て
下
さ
っ
た
／
絵
を
か
く
こ
と
が
そ
の
ま
ま
人

　
　
間
修
業
で
あ
っ
た
／
図
画
を
か
け
な
い
僕
た
ち
も
お
の
づ
と
図
画
を
好
き
に

　
　
さ
せ
ら
れ
た
／
（
中
略
）
／
万
寿
寺
の
坐
禅
に
行
っ
て
い
た
先
生
／
い
つ
も
無

　
　
我
の
、
人
間
愛
の
先
生
／
師
範
学
校
を
思
う
時
／
忘
れ
得
ぬ
首
藤
先
生
／
僕

　
　
の
人
生
の
大
教
師
首
藤
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
首
藤
積
先
生
」

滝
口
武
士
が
詩
（
芸
術
）
を
志
し
、
宗
放
心
を
焼
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
首
藤

４

先
生
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
頃
、
倉
田
百
三
の
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』

等
の
宗
教
小
説
を
耽
読
し
た
と
言
’
脳
滝
口
武
士
の
詩
の
純
粋
な
る
精
神
の
高
さ

’
の
源
は
こ
こ
に
端
を
発
し
て
い
る
。
彼
は
ま
た
「
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
は
。
詩
と
は
短

い
も
の
だ
〃
と
い
っ
た
が
、
私
も
短
い
詩
で
な
い
と
人
の
魂
の
奥
ま
で
入
り
込
む

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
包
と
言
う
。

　
素
材
で
あ
る
も
の
の
本
質
を
見
ぬ
き
、
そ
の
も
の
の
本
質
に
迫
り
、
そ
し
て
そ

の
も
の
の
本
質
を
簡
潔
に
詠
い
上
げ
る
。
こ
こ
に
し
て
は
じ
め
て
次
元
の
高
い
イ

メ
ー
ジ
が
鋭
い
響
き
を
伴
っ
て
詩
へ
と
昇
華
す
る
の
で
あ
る
。

　
滝
口
武
士
に
つ
い
て
安
西
冬
衛
は
、
「
ど
こ
か
北
国
人
ら
し
い
稚
拙
さ
を
も
っ
て

い
る
」
「
鯉
の
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
し
て
ゐ
る
≒
清
げ
な
ひ
と
で
あ
る
」
（
以
上
『
亜
』

百
万
）
と
書
い
て
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
稚
拙
」
の
語
に
つ
い
て
は
短
詩
論
「
稚
拙

感
と
詩
の
原
始
復
帰
に
就
い
て
」
（
『
亜
』
三
号
）
の
中
で

　
　
稚
拙
感
は
美
意
識
の
一
進
展
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
芸
術
は
、
す
べ
て
単
純

　
　
か
ら
複
雑
へ
、
聡
て
復
、
元
の
単
純
に
還
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
Ｉ

　
　
つ
の
進
展
が
あ
る
。
稚
拙
感
は
こ
の
原
始
復
帰
の
審
美
観
念
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
稚
拙
は
拙
劣
で
は
な
い
。

と
説
明
し
て
い
る
。
『
亜
』
時
代
の
滝
口
武
士
に
対
す
る
稚
拙
の
意
は
、
簡
素
、
清

潔
、
素
朴
の
意
に
外
な
ら
ず
、
そ
の
詩
は
宗
放
心
を
含
む
こ
と
に
よ
り
高
潔
と
な

る
。

　
滝
口
武
士
の
二
行
詩
の
世
界
を
貿
え
れ
ば
、
「
男
が
居
て
／
女
が
居
て
／
愛
が
生

ま
れ
る
」
…
…
…
ｙ
」
の
正
＝
一
行
目
（
男
）
、
反
＝
二
行
目
（
女
）
、
合
＝
（
愛
）
の
「
合
」

な
る
世
界
が
滝
口
武
士
の
詩
の
空
間
で
あ
り
、
そ
の
空
間
は
愛
な
る
響
き
で
満
た

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
愛
の
目
で
自
然
の
摂
理
を
掴
み
、
自
然
の
真
実
を

詠
っ
た
詩
人
で
あ
る
。

　
私
は
さ
き
に
「
詩
に
顔
が
覗
い
て
い
な
い
」
と
言
っ
た
が
、
こ
の
格
調
高
い
真
実

の
詩
が
、
そ
の
ま
ま
「
顔
」
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
詩
人
の
「
全
人
格
」
そ
の
も
の

な
の
で
あ
る
。
滝
口
武
士
が
仏
の
里
・
国
東
の
一
寒
村
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
も
、

そ
れ
ら
の
こ
と
と
あ
な
が
ち
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
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⑥⑤④③②①

　
註

菊
地
康
雄
『
現
代
詩
の
胎
動
期
』
（
現
文
汁
）

滝
口
武
士
氏
よ
り
直
接

大
岡
　
信
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
史
」
（
角
川
書
店
）

伊
藤
信
吉
『
現
代
詩
の
鑑
賞
』
－
－
「
現
代
詩
の
展
望
」
（
新
潮
汁
）

『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
－
’
－
『
亜
』
の
項
－
（
講
談
社
）

『
亜
』
三
十
五
号
に
お
け
る
諸
氏
の
回
想
。
「
内
容
の
新
鮮
な
こ
と
、
ハ
イ
カ
ラ
な
こ
と
」

　
（
堀
口
大
学
）
。
「
印
象
的
手
法
の
新
し
い
詩
、
曽
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
一
行
詩
」
（
川
路

せ
い
子
）
。
「
『
亜
』
の
気
魂
は
詩
精
神
の
烈
し
さ
を
私
に
示
し
ま
し
た
。
私
は
震
度
の
極

め
て
強
い
音
響
を
い
つ
も
想
ひ
ま
し
た
」
（
高
村
光
太
郎
）
等
。

⑦
　
い
ち
め
ん
の
な
の
は
な

　
　
い
ち
め
ん
の
な
の
は
な

　
　
い
ち
め
ん
の
な
の
は
な

　
　
い
ち
め
ん
の
な
の
は
な

　
　
い
ち
め
ん
の
な
の
は
な

　
　
い
ち
め
ん
の
な
の
は
な

　
　
い
ち
め
ん
の
な
の
は
な

　
　
か
す
か
な
る
む
ぎ
ぶ
え

　
　
い
ち
め
ん
の
な
の
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
風
景
」

※
こ
の
形
態
が
三
連
つ
づ
く

⑩⑩⑩⑩⑩⑥⑩⑨⑧

俳
誌
『
海
紅
』
（
大
正
六
年
八
月
号
）

安
藤
靖
彦
『
現
代
詩
物
語
』
（
有
要
閣
）

昭
和
五
十
四
年
度
別
府
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お
い
て
講
演

註
⑨
に
同
じ

註
⑨
に
同
じ

「
同
窓
会
報
」
第
三
号
（
大
分
大
学
教
育
学
部
）
昭
和
三
十
四
年
三
月

滝
口
武
士
氏
よ
り
直
接

「
読
売
新
聞
」
昭
和
五
十
六
年
六
月
一
日

「
朝
日
新
聞
」
　
昭
和
五
十
六
年
十
月
三
日
の
「
文
化
」
欄
で
、
滝
口
氏
自
身
「
精
神
は

生
の
根
源
に
立
ち
帰
り
、
表
現
は
厳
し
く
短
か
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
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